
 

 

 

 

『居場所とわたし』―― 子ども・親・スタッフの声 

会員・OB・親むけに行なったアンケートと、その後のインタビューや投稿

原稿をもとに編集部が構成しました。     ＜A5 版 104 頁＞1,000 円 

 

第１章 繋がりあい、釣りあい、包みあう――「えん」の日々  
第２章 生きていく自信を取り戻す――子どもの声 

第３章 心のバリアが融けていく――親の声 

第４章 ともに暮らし、ともに育つ――スタッフの声 

◆解説に代えて ｢違い｣と｢待てる｣は居場所の宝--------松崎運之助 

“We”（我々）ではなく、“I”（わたし）にこだわって 

子どもたちは学校に行かない時間をどのような思いで過ごし、いかにして「えん」という居場

所と出会い、その出会いを通じて何を感じたのか。子どもが「えん」と関わるようになって、親

自身のなかにどのような変化が生まれたのか。スタッフは、日々、子どもたちと過ごすなかで何

を思い、何を考え、どのように自分自身と向き合ってきたのか。三者三様の一人一人が思いを紡

ぎ、確かめ、さらにそれらを響きあわせて生みだしていくハーモニー。 

 

●フォト・レポート 

居場所 って、どんなとこ？ 

――公設民営の居場所「フリースペースえん」の現場から❶ ＜A5 版 128 頁＞ 

「夢パーク」と「えん」のオープン以来、撮りためた膨大な写真の中から約 250 枚

を厳選し、フリースペースとはどんな雰囲気の「場」で、子どもたちはそこでどの

ように日常を過ごし、どのような活動をしているのかを一冊の本にまとめました。

外からは見えにくい子どもたちの育ちゆく姿をお伝えできるかと思います。 

 

●ディスカッション 

居場所 その遊びと学びと暮らし 

――公設民営の居場所「フリースペースえん」の現場から❷ ＜A5 版 128 頁＞ 

第１部＝居場所とはなにか ―西野博之 

第２部＝子どもの｢遊び｣と｢育ち｣―天野秀昭＋柴田愛子＋長谷川俊雄＋西野博之 

第３部＝居場所の「暮らし」と「学び」―長谷川俊雄＋永田佳之 

 

不登校・ひきこもりをとらえなおす ＜A5 版 128 頁＞ 

 Chapter 1 不登校・ひきこもりの現状と理解 

 Chapter 2 ソーシャルワークの現場から 

 Chapter 3 医療・相談の現場から 

 Chapter 4 ＜座談会＞シンポジウムを終えて 

 長谷川俊雄、永冨奈津恵、山下英三郎、石川憲彦、内田良子、西野博之 

「そもそも不登校・ひきこもりとはなにか？」「不登校・ひきこもりの子どもがいるの？不登校・ひきこ

もりという状態があるの？」･･･そういうことの整理ができないまま「困る」「大変だ」というイメージ

が一人歩きしています。私たちと一緒に、いま一度、不登校・ひきこもりをとらえなおしてみませんか？ 

NPO 法人フリースペースたまりばの制作物 

お読みになりたい方は、たまりば事務局までご連絡ください。 

＜お問合せ＞ Tel=044-833-7562 E-mail=freespace@tamariba.org 

在庫なし 

在庫なし 



生きざまに学ぶシリーズ ～いま、若者たちに伝えたいこと～ 

「いろんな人の生きてきた歴史を聞いてみたい！」「かっこいい生き方をしている人の話を聞いてみた

い！」という声を、この頃よく耳にします。現代の地域社会では、人生の先輩たちと出会い、触れ合

い、語り合う機会がめっきり減り、誰かの人生を肌で感じて自分の生き方のモデルにしていくことが

むずかしくなってきたようにも思います。私たちは、このような時代だからこそ、いろんな人たちの

生きざま・後ろ姿から「こうやって生きていけたらいいな！」とか「こんな生き方がかっこいいな！」

と感じられる機会を少しでも多くつくっていけたらと考えています。 

① 生きることの発見 ＜A5 版 96 頁＞ 

 

北村年子 自分を愛して生きて欲しい 

 斎藤次郎 弱いものに強く共感し、寄り添う 

 松崎運之助 マイナスは飛躍するバネ 

 星野弥生 夢と希望を携えて生きる国に学ぶ 

 三好洋子 生まれ持ったエネルギーを使い切る ＜2005 年度 講演会＞ 

 

② ともに生き、ともに育つ ＜A5 版 96 頁＞ 

 松浦幸子 弱者とともにホンネで生きる楽しさ 

 澤畑勉 「恩送り」のバトンをリレーする 

 村田由夫 自分流で生きるドヤ街の達人たち 

 青木悦 子ども像の虚と実に真摯に向き合う 

 横川和夫 教育の闇と光をどこまでも追って 

石坂啓 大人の詭弁を見抜く感性を磨け  ＜2006 年度 講演会＞ 

 

③ 他人（ひと）と出会い、自分と出会う ＜A5 版 96 頁＞ 

 向谷地生良 和解と連帯 

 大西暢夫 撮ること・暮らすこと・生きること 

 木島知草 性＝人権＝命のつながりを伝えたい 

 上川あや 性を越境して自分らしく生きたい 

 吉田理映子 「たった一人」からの波紋リレー 

 坪井節子 一人ぼっちじゃないんだよ  ＜2007 年度 講演会＞ 

 

 

フォルクローレ CD 

●ぼくらの出会ったアンデスの風● 

ロスえんクエントロス ～ひとりじゃない～ 

 

1. サリリ 

2. アドンデバモス 

3. ランバダ 

4. リャキルナ 

5. エンクエントロス（出会い） 

6. チューニョの花の咲くころ 

7. サンフランシスコの道      ＜2008 年度 演奏＞ 

在庫なし 


